
氏名 :

職名：

所属学会・協会：

キーワード：

E-mail:

学位：

技術相談

提供可能技術：

研究内容：

研究タイトル：

所属：久留米工業高等専門学校

提供可能な設備・機器：

名称・型番（メーカー）

研究タイトル：

氏名：
職名：

所属学会・協会：

キーワード：
技術相談

提供可能技術：

E-mail:
学位：

研究内容：

102

３．これまでの研究成果

　安定な炭素陽イオンを生成する基質として 1-(4-Methylphenyl)ethylPentafl 

uorobenzoate を選択し，解析を行ったところ，下の図に示すように，イオン

対中間体からもとの基質に戻る速度と，イオン対において，炭素陽イオンと

脱離基の陰イオンが位置を返る反応の速度を求めることに成功しました．

 

　不安定な炭素陽イオンを生成する基質として，1-(4-Methylphenyl)-2,2,2-

trifl uoro ethyl Tosylate を選択し，解析を行ったところ，下の図に示す結果が

得られました．
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１．研究の背景

　脂肪族炭化水素に結合した塩素や臭素などは別の原子団に置き換えることが

できます．

　この反応は求核置換反応と呼ばれ，有機合成上重要な反応の一つとされてい

ます．

　反応が進行していく過程において，電荷を持った中間体が生成する場合があ

ります．

　初めにできる中間体はイオン対中間体と呼ばれ，下の図に示すような 1）生成

物生成，2）フリーイオンへの解離，3）イオン対が位置を変換する反応，4）も

との気質に戻る反応，を起こすと考えられます．

　この炭素陽イオンがどのような反応を行うのかについて研究しています．

 

２．研究課題

　代表的な方法として，特にイオン化の起こりやすい溶媒（50:50(v/v)2,2,2- ト

リフルオロエタノール / 水（I = 0.5 by NaClO4）を選択し，その中にアジドイオ

ンを共存させ，生成物を解析することにより，炭素陽イオンと溶媒との速度を

求める方法（アジドクロック）や，2）カルボキシラートやスルフォナートなど

の酸素を有する脱離基を用い，脱離基内の特定酸素を同位体で標識し，その交

換反応を追跡したり (18O- スクランブリング法 )，3）光学活性な基質のラセミ

化を追跡したりすることにより，定量的に議論しています．

　上の図には，アジドクロックと 18O －スクランブリング法を示しています．
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